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第１ 研究のねらい 

小学校学習指導要領解説算数編（文部科学省平成 20 年８月）では、算数科の目標として、「進

んで生活や学習に活用しようとする態度を育てる」ことが示されており、基礎的・基本的な知識

及び技能を確実に身に付けることと、その身に付けた知識及び技能を活用していくことを重視

している。さらに学習指導要領の改訂に向けた教育課程企画特別部会論点整理（平成 27 年８月）

では、「問題発見・解決に必要な情報を収集・蓄積するとともに、既存の知識に加え、必要とな

る新たな知識・技能を獲得し、知識・技能を適切に組み合わせて、それらを活用しながら問題

を解決していくために必要となる思考を、問題発見・解決のプロセスの中で行うことが重要で

ある」と述べている。これらのことから次期学習指導要領においても、児童に身に付けさせる

力として、より一層「活用する力」の育成が求められていくことになると考える。 

しかし、児童の実態としては、平成 27 年度の全国学力・学習状況調査において、基礎的・基

本的な知識及び技能については一定の定着が見られるものの、それらを活用して問題を解決す

ることに課題が見られる現状がある。 

本校の児童の実態としては、学習したことがそのまま知識としてとどまってしまい発展的な

課題に対して意欲的に最後まで粘り強く取り組むことができない児童や、既習の知識や情報を

駆使して判断し、自分の考えを文や言葉等で説明することが苦手な児童が多いという現状がある。  

国の調査や本校児童の実態から、本研究では、児童の活用しようとする力についての課題を

改善するべく、「活用」する力を身に付けさせる指導法の開発を行うことをねらいとした。研

究に当たっては、国の調査等で正答率の低い「量と測定」領域に焦点をあて、学習で身に付け

た知識及び技能を、その後の学習や発展的な課題に対して活用しようとする児童を育成してい

きたいと考えた。 

第２ 研究仮説 

既習事項を用いたことを実感させながら、問題の解決に必要な情報を取捨選択したり、根拠

となる事実を関連付けたりする学習活動を繰り返し行うことで、児童の活用しようとする態度

を育成することができるであろう。 

第３ 研究の内容と方法 

１ 基礎研究 

(1) 平成 19 年度以降の全国学力・学習状況調査の分析 

 これまでの全国学力・学習状況調査の結果を分析すると、主として「知識」に関する問題で

あるＡ問題に比べ、主として「活用」に関する問題であるＢ問題の平均正答率が、約 20％程度

低いことが分かった。中でも「量と測定」領域の指導内容は、生活の中で身近にあるものの、

児童が意識して考えたり経験したりする機会が少なく、正答率が低い状態になっている。 

(2) 活用する力を育成する先行事例の考察及び分析 

 先行事例の考察及び分析から、内容の系統性を明確にすることで、児童が算数のよさを感得
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できることが分かった。既習事項を基に考えさせることや、今学習していることがその後の学

習でどう活きていくのかを明確にして指導していくことが必要であると考えた。 

(3) 「活用」についての先行文献の研究 

教育課程部会審議経過報告（平成18年２月）では、活用について、習得と探究の間に、知識・

技能を活用する過程を重視する必要があることや、基本的な知識・技能を確実に定着させ、そ

れらの理解・定着を基礎として、知識・技能を実際に活用する力の育成を重視していくこと、

その上で、活用する力を基礎として、実際に課題を探究する活動を行い、習得・活用・探究の

三者を相乗的に育成することで、自ら学び自ら考える力を高めることにつながると述べている。

それらの先行研究の文献から、算数・数学での「活用」を【既習の知識や技能を生かして新し

い算数・数学の知識や方法を生み出し、その方法を用いて課題を解決すること】と定義した。 

２ 調査研究 

 (1)「活用」に関する事前の児童の意識調査（図１） 

活用に関する設問では、４つのことについて、図

１の結果となった。この結果から、一般化を図った

り(②)、別の解法を考えたり(③・④)することに対

して、消極的な回答をしている児童が多く、課題が

あることが明らかになった。 

(2) 「活用」に関する事前の児童の学習状況調査（図２） 

 活用に関する児童の実態把握のために全国学力・学習状

況調査のＢ問題を参考にした問題を作成して調査を行った。

【設問１】では、時刻表から条件に合う時刻を選び解答す

る問題を設定した。正しい答えを導き出せた児童は約 20％

であった。誤答した児童の具体的な反応としては、集合時

刻、曜日、到着時刻等の条件を正しく読み取り、全ての条 

件を満たす答えを書くことができなかった児童が 72％、指定された到着時刻に対して、筋道立

てて考えることができなかった児童が 19％という結果になった。【設問２】～【設問４】まで

も同じように分析し、それらの結果から、既習事項を生かして与えられた情報を分類整理した

り、必要な情報を適切に選択したりすることができない実態が明らかになった。このことから、

問題の内容を理解し、解を求めるために必要な情報の取捨選択を行い、既習事項を生かしなが

らどのような過程を踏めば答えにたどり着くことができるのか見通しをもち、課題解決を図る

ことができるようにする必要があると考えた。 

３ 開発研究 

(1) 教材開発 

ア 楽しみながら意欲的に課題解決を行うことができる教材を開発する 

児童が「活用したい」と意欲的に学習に取り組むためには、面白い・すごい（予想を超

える結果）、なぜだろう（予想と反する結果）等の様々な思いを感じられることが大切であ

ると考えた。それらの思いを感じられることができるような教材を用いて意欲を高め、高

まった意欲を継続し学習を展開した。 

図２ 「活用」に関する事前の児童の学習状況調査

図１ 「活用」に関する事前の児童の意識調査 
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イ 必要な情報を取捨選択し答えを導き出すことができる教材を開発する（図３） 

調査研究の分析から、課題解決の際に必要な情報を適

切に取り出すことができていない実態が明らかになった。

情報過多や情報不足の教材を開発して、聞かれているこ

とは何か、答えを導き出すために必要な情報は何かにつ

いて、文章や図から読み取らせたり取捨選択したりする

学習を繰り返し行った。 

ウ 既習の学習に帰着すれば解決することができる教材や指導法を開発する 

既習事項を用いたことを実感できるような課題に取り組むことを通して、既習事項を用

いることにより円滑に課題の解決を図ることができるというよさを実感させた。また、授

業の中で過去の学習に立ち戻る時間を設定して指導を行った。具体的な一例として九九表

を用いた授業では、まず九九表を自分で完成させ（第２学年の学習事項）、１の段の平均を

求める方法（第１時の既習事項）から順番に行い、２の段、３の段と平均を求める中で、

共通するきまりを見付けることを行った。さらに、そのきまりは４の段以降でも同じこと

が言えるかどうか予想して、学習を進めた。 

(2) 単元指導計画の開発 

ア 「知りタイム」と「のびタイム」を確保した単元指導計画を開発する（図４） 

単元を、基礎的・基本 

的な知識及び技能を確実

に習得する時間「知りタ

イム」と、習得した知識

及び技能を活用する時間

「のびタイム」で構成し

た。知識及び技能を活用

しようとする力を身に付

けるために、「のびタイム」では、習熟度別の児童の実態に応じて、どの既習事項が基にな

っている課題なのか、習得したいくつかの既習事項を組み合わせて問題解決に当たる必要

がある課題なのかについて、発展的な課題を通して児童が考えることができるようにした。 

４ 検証・研究のまとめ 

(1) 検証授業の概要 

開発した習熟度別の単元指導計画にのっとり、開発教材等を用いながら、小学校第５学年「量

と測定」領域の平均の単元で授業を行った。上記の九九表を用いた教材では、見付けた決まり

が九九表のかける数・かけられる数を大きくしても言えるか考えたり、授業後も答えを求め終

わるまで一生懸命に考えたりする姿が見られた。 

(2) 「活用」に関する事後の児童の意識調査（図５） 

 事前の調査と同じ質問を行った。全体的な傾向と

して、肯定的な回答をした児童の割合は高くなった。

既習事項を用いたことを実感させる教材や、友達と
図５ 「活用」に関する事後の児童の意識調査 

図３ 開発教材の例 

図４ 習熟度別の単元指導計画 
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の関わりの中で新たな考えを見いだす時間を確保した結果、できる喜びを味わい、別の解法は

ないか考えようとする児童が増加したと考えられる。 

(3) 「活用」に関する事後の児童の学習状況調査（図６） 

【設問２】では、示された九九表や図を基に、九九表全

体の平均を求め、その求め方についてどのように考えたの

か記述する問題を設定した。正しい答えを導き出せた児童

は、約60％であった。このことから、既習事項を用いて課題解決を図る力が向上したと言える。 

(4) 抽出児童の変容（表１） 

授業では３人の児童を抽出し、検証授業前後での意識及び学習の状況の変容を分析した。 

 Ａ児・Ｂ児に共通して見られる変化として、「調べたい」と思ったことや「同じことがいえ

るのではないか」と予想したことを実際に確かめる姿が見られ、既習事項を活用しようとする

態度の育成に関する状況の変化が見られた。Ｃ児は事前の調査では、情報量の多さに順序立て

て考える方法が見いだせず無回答であったが、活用問題に繰り返し取り組ませる学習過程を経

たことで、自身の分かり方に合致させながら整理する方法を習得し、課題の解決を図ることが

できた。 

第４ 研究の成果 

・ 活用しようとする態度を育成するためには、これまでの既習事項を用いて課題解決する時

間を十分に確保することが効果的だった。 

・ 活用しようとする態度を育成するためには、既習事項を用いた導入で意欲を高め、児童に

新たな発見や気付きが生まれるような課題や、発展的に考えたくなるような課題を用いるこ

とが効果的だった。 

第５ 今後の課題 

・ 他の領域の単元や他の学年でも「知りタイム」と「のびタイム」で構成した単元指導計画

を作成するとともに、児童が「活用」していることを実感できるような教材を開発していく。 

図６ 「活用」に関する事後の児童の学習状況調査 

表１ 検証授業前後での抽出児童の変容 

事前意識調査
（活用しようとする態度）

事後意識調査
（活用しようとする態度）

４つの質問全てにおいて
「当てはまる」と回答。

６の段や８の段までの平均など、
偶数ではどうなるか調べたい。

４つの質問全てにおいて
「当てはまる」と回答。

他にも解く方法があると思うか
ら、なるべく簡単に解く方法を
考えたい。

習ったことを使って解く
→「当てはまる」
いつでも使える方法がないか考える

→「どちらかといえば当てはまる」

早く解く方法を考える
→「どちらかといえば当てはまる」

簡単に解く方法がないか考える
→「どちらかといえば当てはまる」

まず１～20の段までの平均を求め
たい。
それができたら数をもっと増やし
たい。

Ａ
児

Ｂ
児

Ｃ
児

４つの質問全てにおいて
「当てはまる」と回答。

習ったことを使って解く
→「当てはまる」
いつでも使える方法がないか考える
→「どちらかといえば当てはまる」
早く解く方法を考える
→「どちらかといえば当てはまる」
簡単に解く方法がないか考える
→「どちらかといえば当てはまる」

習ったことを使って解く
→「どちらかといえば当てはまる」
いつでも使える方法がないか考える
→「どちらかといえば当てはまる」
早く解く方法を考える
→「どちらかといえば当てはまらない」

簡単に解く方法がないか考える
→「どちらかといえば当てはまる」

正答数
０問

途中まで式を書く
が、答えまでたどり
着かない。
情報量が多い設問は
無回答。

事後学習状況調査
（活用する力）

正答数
４問

プリント裏面に自主的
に考え、どのようにな
るか確かめていた。

正答数
４問

「表の真ん中になりそ
うだ」という決まり
を、自分で小さい九九
表を作成し５×５につ
いて調べていた。

正答数
３問

図から見つけた決まり
を４つ記述。
問題文で尋ねられてい
る部分について、自分
の解答用紙に枠を記し
整理しながら解答して
いた。

事前学習状況調査
（活用する力）

正答数
３問

考え方の記述を行う
が、筋道立てて説明
する部分が満足とは
言えない。

正答数
１問

答えは導き出せて
も、考え方の記述は
しない。どのように
考えたのか示すこと
ができない。
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